
ベクチン酪酵 に 蹴 て 炉 端

ベクチン貨の分解と macerationの関係 (6)

小沢潤二郎 ・岡本賢一

かびの菌糸抽出液の.プロトペタチナーゼ作用はペグチシ酸祷液の粘度を下降せしめる作用に

大体平行し，糖化の活力とはあまり関係がない事を前報に於て述べたω(2).朝井等(骨)も Asp.

nigerの培養液に於て同様な結果を得られてゐる. しかしトマトの酵素液ではとの関係は成り

立たたなったω.若しプロトベタチナーゼなる特別の酵素は存在せや，ポリガラグチユロナー

ゼ=プロトペタチナーゼと仮定しでも細胞膜に対する作用は不均質反応、である矯ζのような例

外のあお事は当然であるかもしれない.筆者等はかびのポリガラタチユロナーゼが植物柔組織

陀吸着する事を見出し， macerationに対して底着作用が如何なる影響を及ぼすかを試験した.

1. 大韓粉末による Penicil1iumexpansumの

Po1yga1acturonaseの盟着

酵素液 :Pen.eゆ CI1ISwn の菌糸抽出液を用いた.吸靖媒:大根を沿ろし金でおるし，蒸溜1k

にて数日洗瀧し，室温にて乾燥後粉末(印 m倒的としたものを用いた.肢着量の測定:吸着

後の措液と原酵素液を同量加え，ポリガラタチユロナー-1[，作用力を前報と同様にして測定し比

較した(基質の濃度0.66%，buffer 1/10容，還元力は反応液 2m1を取って滴定した.)

(a)吸着時間.大根粉末1g，酵素液25m1，pH 5.0 CN/10酷酸叉は N/IO酷離ソーダにて

調節)， 200Ctc於て振盈しながら吸着し，吸着時間と吸着量の関係に就て第1表の結果を得た.
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( b)吸着に於る酵素液の pH.酵素液のpHは N/l0酷酸叉は N/I0酷酸Yーグ溶液にて調

節した.其他の条件は (a)と同じにして 3hr.吸着・せしめた.実験結果を第2表に示した.

(c)吸着媒の量.大根粉末を O.25g，0.5g， 1 g. 2g取 T，吸着媒の量以外の条件を (a)

と同じにして 3hr.吸着せしめた.第3表に実験結果を示した.

第 3 表

R伺 ctiontime (hr.) 

Adsorbent 。 6.5 18 

くg) 17rel I'Jrel l'/rel 

Filtrate “ 。 2.36 2.4Q 2.26 

1 2.13 .3 03 1.83 

0.5 2.03 1.8V 1.64 

0.25 1. V8 1.73 1.43 

Original solution 1. 97 1.50 1.17 

(d)吸着に於る酵素液の漁度.原酵素液を 1，1/2及び1/4の濃度に稀釈し (a)と同じ条

件で3hr.吸着せしめた.酵素の作用力は夫k 原酵素液1，措液1.2及び4の割合に添加して

作用せしめて測定した.実験結果は第4表に示す『通りであった.

第 4 表

R国 ctiontime (hr.) 
Concentration of 。 12 24 
enzymic solution 

I'Jrel I'Jr.l N/同 J2 I'Jrel N/50 Jz 

Filtrate 1 2.05 1.69 0.11 1.61 0.20 

1/2 2.03 1.43 0.13 1.35 0.32 

1/4 2.03 1.25 0.24 1.16 0.72 

Original solution 2.01 1.14 0.36 1.09 0.91 

大棋を沿ろし金でたろし水洗したものと，水洗後乾燥したものと，更に之を粉砕して印mesh

の飾を遁過せしめたものとの聞には吸着の強さに差異を認める事が出来なかった. O.∞5%及

び 0.015%の CaClz，0.01 %及び 0.05%のベクチγ酸はポリガラクチユロナーゼの吸着に殆

ど野響を及さなかった.夫根粉末の代りに皮麻を用いても酵素の吸着が起った.大根粉末に吸

着したポりガラクチユロナーゼは pH10.3の提酸ソーグ一重曹の bufferで溶出する事が出来

?と.

2. かぴ及び高等植物の Polygalacturonaseの大根粉末への吸着

酵素液:p，伺 .eXtansum， Rh. tTItici， Alternaria kikllchiana， Selerotinia cinereaの菌糸及び人

参， トマトの乾燥粉末の水による抽出液を用いた吸着の条件:大根粉末Ig，酵素液 25ml，

pH 5.0， 200C に於て 3時間吸着せしめた. 吸着量の測定:前の実験と同じ方法によった.

protopectina詩作用の測定:2%ペクチγ酸溶液の代Tf;C同量の水を加え，其他はポリガラ

グチユロナーゼの測定の場合と同一組成の反応液 (pH5.0， 350C)に於て馬鈴薯切片に対す
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る protopectinase作用を比較し丸作用時聞は 15hr. とし， acetate bufferの代りに 1

% ammonium oxalate静液 (1% oxalic acid溶液に pH5.0となす)を添加した場合の

protopectina田作用も同時に測った実験結果は第5表及び第6表の遁りであった

表5 第
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第 5表及び第6表に示す遁りかびのポリガラタチユロナー1!はすべてよく大根掛末に吸着さ

れるが，高等植物のポリガラグチユロナーゼは殆ど吸着されない. pH 3.5 rr:於ても同様な結

果を得た酵素液の protopectina鵠作用の強さとポリガラクチユロナーゼの大根粉末への吸

着の難易との聞に，一定の関係を見出す事が出来なかった.即ちトマトの酵素液の場合は吸着

が protopectinase作用に影響するように見え毛が，人参の酵素液はポザガラクチユロナー

ゼが吸着されないのにも拘らす.，かびの酵素に比較してベグチン酸溶液の液化作用に相当する

protopectinase作用を示した. 人参のポリガラグチユロナーゼは基質分子の末端より作用す

る特殊な酵素と考えられるが，酵素液には protopectinase作用が認められた人参の乾燥粉

末を水で抽出した残涯を pH10.3の炭般Yーグー重曹 bufferで抽出したが，ポ現ガラグチユ

ロナー-ltは溶出しなかった従って人参のポリガラクチユロナーゼは金制l植物柔組織に非吸着・

性であると考えられる.酒精にて沈澱せしめたトマトの酵素は ammoniumoxalateを添加し

なくても protopectinaseの作用を示した.
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要 約

1)かびの polygalacturona舘は催物柔組織(大棋)に吸治された

2)高等植物の polygalacturona却は大根粉末に殆ど吸着されなかった

3)酵素液の proto開 C白沼田作用の強調と， polyglacturona田の大根粉末への吸着の強さと

の間κ，一定の関係を見出す事は出来たかった.

4)人参の酵素液には protopectinase作用が認められた

終bに御懇篤な御指導を賜った片桐英郎先生に深謝する.
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